
Ⅰ．女性医師等キャリア支援モデル全国展開事業について

１　事業趣旨

　近年の医学・医療を取り巻く環境は大きく変容している。人口構造の変化や疾病構造の変化に対応するた

め、医学・医療に関する知識の吸収や技術の蓄積、疾病の治療だけでなく、倫理的な面にも充分に配慮する

必要がある。また、わが国の労働者人口減少の将来予測を踏まえ、女性を始めとする多様な人材が就労を継

続できる環境を構築するための「働き方改革」が進行している。医師自身の高齢化によるリタイヤが、医療

の充実に影響を与えていることも理解しなければならない。 

　一般社団法人全国医学部長病院長会議（以下「AJMC」という。）に設置されている男女共同参画推進委

員会では女性医師に焦点を絞り、委員会の立場から検討を行ってきた。その結果、全医師数に占める女性医

師の割合が21％弱であり、今後も増加傾向を示していることが浮かび上がってきた。

　この点を踏まえ、女性医師が働きやすい労働環境の整備、すなわち、長時間労働の廃止、ワークシェア、ワー

クシフト、出産や子育て等により臨床現場から遠ざかっていた者への復職支援やパート勤務など、女性医師

のキャリア形成や就業の維持といった支援方策の充実を図ること目的として、厚生労働省公募委託事業であ

る「女性医師等キャリア支援モデル全国展開事業」に応募することとした。

　この10数年間、女性医師のキャリア支援に対しては行政、各学会、各施設、各団体による様々な取り組

みが既に行われて来た。AJMC・男女共同参画推進委員会は全国の医学部と大学附属病院を束ねる立場であ

ることから、その立場と公共性を最大限に活かし、これまでの各取組みを総 括、発展、実用化するために、

以下の取組みを展開したい。

２　事業

（１）事業内容

　・ 全国の大学、医療機関において実施されている女性医師等のキャリアと家庭が両立できるような取組み

を収集・分析

　・収集分析結果、既存の取組みに基づく各都道府県における意見交換の実施、効果的な支援策の確認

　・ 収集分析結果、効果的な取組み策について取りまとめを行い、全国に向けて女性医師等が働きやすい労

働環境の整備策（支援モデル）について発信し、支援方策の充実をめざす。

（２）事業計画

　・女性医師等キャリア支援連絡会議の設置（AJMC内）

　・女性医師等キャリア支援連絡会議全国会議（AJMC主催）

　・女性医師等のキャリア支援策に関する実態調査の実施及び結果分析

　・都道府県女性医師等キャリア支援連絡協議会の開催及び意見交換の実施

　・報告書取りまとめ
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